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９月定例会が開催されました
　令和５年９月定例会は、８月25日から９月15日までの22日間の会期で開催しました。

　今定例会に付議された案件は、令和５年度一般会計補正予算、条例の制定議案など８件（うち報告

１件）で、それぞれの議案を原案可決とし、令和４年度鹿屋市一般会計決算の認定議案など６件を関

係委員会に付託しました。また、請願１件を採択としました。

令和５年鹿屋市一般会計補正予算令和５年鹿屋市一般会計補正予算
(第５号・第６号・第７号 )原案可決(第５号・第６号・第７号 )原案可決

一般会計予算総額　６０８億３千３８５万３千円一般会計予算総額　６０８億３千３８５万３千円

▽
令
和
５
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
地
域
の
消
費
喚
起
と
経
済
活

性
化
を
図
る
た
め
、
希
望
す
る
市

民
が
本
市
の
店
舗
等
で
利
用
で
き

る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％ 

の
「
か

の
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
発
行

に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
。

▽
令
和
５
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
台
風
６
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
市
道
・
河
川
140
件
、
農
地
６
件
、

農
業
用
施
設
77
件
、
林
道
９
件
に

つ
い
て
、
早
期
復
旧
を
行
う
た
め
、

所
要
の
額
を
計
上
し
た
も
の

▽
令
和
５
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
の
補
助
金
の
決
定
を
受
け
て

実
施
す
る
事
業
や
、
事
業
進
捗
上
、

早
急
に
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
事

業
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も

の

補
正
予
算
関
係

９
月
定
例
会
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一
般
会
計
補
正
予
算
第
５

号
の
事
務
事
業

【
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
地
域
の
消
費
喚
起
及

び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

事
業
に
要
す
る
経
費
】

〇
か
の
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響

に
よ
り
消
費
が
落
ち
込
む
な
か
、

地
域
の
消
費
喚
起
を
図
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、

利
用
を
希
望
す
る
市
民
が
本
市

の
店
舗
等
で
利
用
で
き
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

４
億
９
６
５
万
６
千
円

◎一般会計補正予算（第５号）

予算額

594億6千384万2千円

今回補正額

4億965万6千円

予算総額

598億7千349万8千円
+ =

◎一般会計補正予算（第６号）

予算額

598億7千349万8千円

今回補正額

1億2千760万円

予算総額

600億109万8千円
+ =

◎一般会計補正予算（第７号）

予算額

600億109万8千円

今回補正額

8億3千275万5千円

予算総額

608億3千385万3千円
+ =

令和５年　一般会計補正予算額

販売単価
１冊５千円（６千５百円分）
※プレミアム率30％

世帯購入上限
複数人世帯　12冊
単身世帯　　 ６冊

使用期間 令和５年12月１日〜令和６年１月31日

販売冊数 21万冊

販売方法

①事前申込により購入希望者に引換券を
送付

②市内特定郵便局（平日のみ・22 か所予
定）または商工会議所（土日予定）の窓口
に引換券を提出し、商品券を購入

一
般
会
計
補
正
予
算
第
６

号
の
事
業

【
台
風
６
号
災
害
復
旧
】

〇
台
風
６
号
に
よ
る
災
害
復
旧
事

業
　
台
風
６
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
道
路
、
農
地
、
農
業
用
施
設
等

に
つ
い
て
、
早
期
復
旧
を
実
施
す

る
も
の

１
億
２
千
７
６
０
万
円

事 業 内 容

施設の大規模改修

（外壁、屋根等）
１施設

施設の非常用発電整備 ２施設

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７

号
の
事
務
事
業

【
国
の
補
助
金
の
決
定
を
受
け
て

実
施
す
る
事
業
や
、
事
業
進
捗

上
、
早
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
事
業
に
要
す
る
経
費
】

〇
小
規
模
福
祉
施
設
等
整
備
事
業

　
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
市

内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
実

施
す
る
防
災
対
策
等
の
施
設
整
備

に
対
し
助
成
を
行
い
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
促
進
及
び

利
用
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

図
り
ま
す
。１

千
７
４
３
万
９
千
円
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地区・運行形態 区間・運行内容（予定）

花岡・上野地区

（乗合タクシー拡充）

花岡・上野地区乗降エリア
　⇔花岡・西原・鹿屋市街地乗降ポイント
〇運行本数　７便/ 日
〇運行日　平日（祝日、12/29〜１/３運休）

吾平・川東地区

（貸切バス事業者運行委託）

吾平・川東地区乗降エリア
　⇔吾平・川西・寿・鹿屋市街地乗降ポイント
〇運行本数　８便/ 日
〇運行日　火・木・土

（祝日、12/29〜１/３運休）

大 会 名 JBCF ロードシリーズ2024鹿児島大会（仮称）

開催時期 令和６年２月下旬

会場・

レース

１日目：大隅広域公園周辺特設コース

　　　　（鹿屋・肝付ロードレース）

２日目：志布志しおかぜ公園特設コース

　　　　（志布志クリテリウム）

事業内容 垂直電気探査による地層構造調査

実施場所
串良町細山田

（県農業開発総合センター
大隅支場周辺）

期　間 令和５年10月から令和６年３月まで

〇
総
合
交
通
対
策
事
業

　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
乗

務
員
不
足
や
バ
ス
路
線
の
見
直
し

の
状
況
等
を
踏
ま
え
、 

持
続
可
能

な
地
域
交
通
体
系
を
維
持
・
確
保

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
見
直
し
「
区
域
運
行
型
デ
マ
ン

ド
交
通
」
の
実
証
運
行
を
行
い
ま

す
。

５
７
２
万
１
千
円

〇
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
推
進

事
業

　
令
和
５
年
２
月
に
大
隅
広
域
公

園
周
辺
特
設
コ
ー
ス
で
初
開
催
さ

れ
た
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
Ｊ

Ｂ
Ｃ
Ｆ
ロ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ
２
０
２

３
鹿
児
島
大
会
」
の
２
０
２
４
大

会
開
催
に
伴
い
、
大
会
の
支
援
及

び
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

４
６
６
万
３
千
円

〇
新
た
な
工
業
団
地
整
備
事
業

　
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
予
定

地
に
お
け
る
水
利
用
に
つ
い
て
、

工
業
用
と
し
て
利
用
可
能
な
地
下

水
の
状
況
に
係
る
電
気
探
査
業
務

を
行
い
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
条
件

整
理
及
び
企
業
が
立
地
し
や
す
い

環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

７
５
３
万
９
千
円

〇
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
令
和
４
年
度
の
決
算
剰
余
金
確

定
に
伴
い
、
地
方
財
政
法
第
７
条

の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
１
／
２
以

上
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て

ま
す
。

７
億
８
千
万
円

産
業
建
設
委
員
会

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

文
教
福
祉
委
員
会

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

閉
会
中
の
継
続
審
査
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６月定例会　その他主な上程議案・採決結果
議　案　名 概　　　要 結　　果

（※施行日）

鹿屋市印鑑条例等 の一部改正に
ついて

電子署名等に係る地方公共団体情報システム機

構の認証業務に関する法律の一部改正に伴い、

個人番号カードの機能を搭載した移動端末設備

（スマートフォン）を用いた印鑑登録証明書の

交付を開始するため、所要の規定の整理を行う

もの

全会一致可決
（公布の日）

鹿屋市市民交流センター条例の一
部改正について

鹿屋市市民交流センターの機能見直しに伴い、

情報プラザにコワーキングスペースを整備する

こと並びに健康スポーツプラザ及び情報プラザ

の施設と機能の一部を芸術文化学習プラザへ変

更を行うもの

全会一致可決
（公布の日）

鹿児島県市町村総合事務組合を組
織する地方公共団体の名称の変更
及び同組合規約の変更について

同組合を組織する地方公共団体の「伊佐北姶良

環境管理組合」が令和５年４月１日付けで「伊

佐湧水環境管理組合」に名称変更したことに伴

い、同組合規約の変更について関係地方公共団

体に協議があったもの

全会一致可決
（公布の日）

鹿屋市平和市営住宅改善工事（２
期）請負契約の締結について

工事請負契約の締結について、鹿屋市議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第２条の規定により議会の議決を求め

るもの

全会一致可決
（公布の日）

※施行日については、条例改正等の施行日を参考掲載しています。

採
択
・
可
決
と
し
た
も
の

〇
請
願

▽
鹿
児
島
県
に
対
し
て
、
高
校
卒

業
ま
で
「
子
ど
も
医
療
費
の
窓

口
無
料
化
」
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願

〇
意
見
書

▽
地
方
財
政
の
拡
充
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

▽
保
育
士
等
配
置
基
準
の
見
直
し

及
び
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書
▽
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多

様
な
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め

の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

▽
高
校
卒
業
ま
で
「
子
ど
も
医
療

費
の
窓
口
無
料
化
」
を
求
め
る

意
見
書

※
可
決
し
た
意
見
書
は
国
会
及
び

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
行
政
庁
へ
送

付
し
ま
し
た
。

請
願
・
意
見
書

▽意見書の記名投票結果

本

田
　
　

仁

柴

立

豊

子

松

野

清

春

福

田

伸

作

中
馬
　
美
樹
郎

川

㟢
　
　

勝

時

吉

茂

治

田

辺

水

哉

西
薗
　
美
恵
子

泊
　
　

義

秋

原

田
　
　

靖

安
田
　
謙
太
郎

吉

岡

鳴

人

児
玉
　
美
環
子

市

來
洋

志

繁

昌

誠

吾

米
永
　
あ
つ
子

梶

原

正

憲

下
本
地
　
　
隆

岡

元

浩

一

東
　
　

秀

哉

岩

松

近

俊

伊

野

幸

二

永

山

勇

人

今

村

光

春

不登校児童生徒に対し

て多様な学習機会の確

保のための支援を求め

る意見書

賛
成○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○

反
対 ○ ○○○ ○○○○

議員名

議案名
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委
員
会
審
査
報
告

◆
総
務
市
民
環
境
委
員
会

▽
鹿
屋
市
印
鑑
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

　

事
前
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
を
行
っ
た
う
え
で
、
コ
ン
ビ

ニ
で
の
操
作
に
つ
い
て
は
、
登
録

し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
キ
オ
ス

ク
端
末
に
か
ざ
し
、
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
印
鑑
登
録
証
明

書
等
の
交
付
が
可
能
と
な
る
。

◆
産
業
建
設
委
員
会

▽
鹿
屋
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
廃

止
に
つ
い
て
は
機
能
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
市
民
に
説
明
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

　

利
用
の
仕
方
な
ど
の
変
更
点

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
利
用
者
に

親
切
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
、
理

解
を
得
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

ま
た
、
活
性
化
も
図
る
た
め
に
い

ろ
ん
な
方
々
に
空
い
て
い
る
ス

ペ
ー
ス
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
新
し
く
使
え
る
部
分
に
も
つ

い
て
も
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
鹿
屋
市
平
和
市
営
住
宅
改
善
工

事
（
２
期
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
今
度
の
住
宅
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
二
つ
の
企
業
体
が
応
募
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
決
定
に

至
っ
た
主
な
理
由
は
な
に
か
。

　

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
会

を
開
催
し
た
。
提
案
書
の
中
で
、

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
資
す
る

提
案
、
入
居
の
移
転
の
支
援
に
係

る
提
案
等
が
詳
細
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
各
委
員
の
評
価
が
高
か
っ
た

た
め
。

◆
文
教
福
祉
委
員
会

▽
鹿
児
島
県
に
対
し
て
、
高
校
卒

業
ま
で
「
子
ど
も
医
療
費
の
窓

口
無
料
化
」
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願

【
主
な
意
見
】

・
県
に
お
い
て
も
制
度
変
更
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
よ
う

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
択
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
未
就
学
児
の
医
療
費
が
現
物
給

付
と
さ
れ
て
い
な
い
の
は
鹿
児

島
県
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
採
択
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
予
算
委
員
会

▽
令
和
５
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

総
合
交
通
対
策
事
業
に
つ
い

て
「
区
域
運
行
型
デ
マ
ン
ド
交
通
」

の
実
証
運
行
を
行
う
に
は
、
対
象

地
区
の
住
民
へ
の
説
明
会
が
必
要

と
思
う
が
い
つ
頃
行
う
の
か
。

　

　

議
会
終
了
後
、
各
町
内
会
で

説
明
及
び
登
録
ま
で
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

「
小
規
模
福
祉
施
設
等
整
備

事
業
」
の
対
象
と
な
る
施
設
は
ど

こ
か
。

　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
東
原
町

の
「
い
き
い
き
館
」
と
郷
之
原
町

の
「
ヴ
ィ
ラ
サ
フ
ラ
ン
」
の
２
施

設
で
あ
り
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
大
浦

町
の
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
悠
々
」
の
１

施
設
、
計
３
施
設
に
対
す
る
助
成
。

　

整
備
予
定
地
に
お
け
る
、
企

業
が
利
用
可
能
な
地
下
水
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
の
水
源
電
気
探

査
業
務
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
進
め
方
を
す
る
の
か
。

　

　

こ
の
水
源
電
気
探
査
の
結
果

に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
以
降
に
、

水
量
・
水
質
調
査
の
た
め
の
試
験

井
戸
掘
削
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

昨
年

1,400
名
の
来
場
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
駐
車
場
対
策

等
は
十
分
か
。

　

　

駐
車
場
対
策
等
は
、
昨
年
の

反
省
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た

い
。

鹿屋市議会では、議会中継を市議会のホームページからライブ
で視聴できます。　
ライブ中継以外に、録画中継もありますので、ご覧になりたい
定例会を選んでご視聴ください。
※視聴できる定例会は平成28年以降の議会中継になります。

議会中のURL
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html

インターネットで議会中継を視聴できます
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外
国
人
労
働
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

律
あ
る
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
は

も
と
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
に
有
効
活
用
し
、
地
域
の
未

来
を
見
据
え
た
産
業
の
振
興
や
地

域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
な
ど
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

肉
用
牛
対
策
に
向
け
た
取
組

を
示
さ
れ
た
い
。

　

本
市
は
、
大
隅
総
合
開
発
期

成
会
を
通
じ
て
、
毎
年
度
、
畜
産

振
興
に
関
す
る
国
・
県
へ
の
要
望

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も

特
に
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
の

算
定
方
法
の
見
直
し
や
和
子
牛
生

産
者
臨
時
経
営
支
援
事
業
の
継
続

な
ど
、
期
成
会
の
首
長
が
、
農
林

水
産
省
の
幹
部
職
員
と
膝
を
交
え

て
、
要
望
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

本
市
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農

業
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
い
。

　

本
市
で
は
、「
か
の
や
型
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
方
針
」
に
基
づ

き
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
実
証

や
事
業
導
入
を
行
っ
て
き
た
。

取
組
の
結
果
、
農
薬
散
布
用
ド

ロ
ー
ン
の
普
及
が
進
み
、
近
年
で

は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布

の
受
託
事
業
者
も
増
え
て
い
る
。

一
方
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬

散
布
の
課
題
と
し
て
は
、
作
物
ご

と
の
登
録
農
薬
の
拡
大
や
、
散
布

時
の
周
囲
へ
の
飛
散
防
止
・
安
全

確
保
等
が
不
可
欠
で
あ
り
、
関
係

機
関
団
体
を
は
じ
め
メ
ー
カ
ー
や

企
業
と
も
連
携
し
て
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

外
国
人
労
働
者
と
同
居
家
族

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
外
国

人
労
働
者
が
暮
ら
し
や
す
い
、
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

本
市
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で

も
鹿
屋
市
国
際
交
流
指
針
に
基
づ

き
、
国
籍
や
民
族
、
文
化
の
違
い

に
関
係
な
く
、
互
い
に
尊
重
し
合

う
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

会
派
構
成
議
員

　

自
主
財
源
確
保
に
向
け
た
取

組
と
今
後
の
展
開
並
び
に
国
・
県

支
出
金
等
の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
た
本
市
の
考
え
方
を
示
さ
れ
た

い
。　

歳
入
確
保
の
取
組
と
し
て
、

必
要
な
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て

は
可
能
な
限
り
活
用
す
る
と
と
も

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
や

経
済
活
動
助
成
事
業
な
ど
、
国
や

県
以
外
の
財
団
等
か
ら
の
助
成
金

に
つ
い
て
も
積
極
的
な
活
用
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
も
、
引
き
続
き
、
健
全
財
政

を
堅
持
す
べ
く
、
持
続
可
能
で
規

代

表

質

問

会
派
　
黎
明代

表
質
問
者

吉
岡
　
鳴
人

伊野幸二

永山勇人安田謙太郎

岩松近俊

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

一　般　質　問
　９月定例会では、１会派と13人の議員から市政全般に関する一般質問が行われました。

紙面の都合により質問・答弁を要約して掲載していますので、詳細な内容については鹿屋市

議会会議録若しくは市議会ホームページをご覧ください。

《代表質問》　

・吉岡　鳴人（会派　黎明）	

《個人質問》

・松野　清春　　　　・田辺　水哉　　　　・市來　洋志　　　　・柴立　豊子

・米永あつ子　　　　・時吉　茂治　　　　・中馬　美樹郎　　　・西薗　美恵子

・東　秀哉　　　　　・児玉　美環子　　　・本田　仁　　　　　・原田　靖

・繁昌　誠吾

　※一般質問の様子は下記アドレスからご覧いただけます。

　　https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html
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森
林
経
営
管
理
制
度
の
現
状

と
課
題
は
何
か
。

　

現
在
、
制
度
を
効
率
的
に
推

進
す
る
た
め
、
所
有
者
や
境
界
等

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
地
区
な
ど

を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、 

森
林
所
有
者
の

高
齢
化
等
に
よ
り
適
切
な
管
理
が

出
来
て
い
な
い
、
制
度
に
対
す
る

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
、 

境
界
や

森
林
所
有
者
が
明
確
で
な
い
森
林

で
は
制
度
の
推
進
が
難
し
い
な
ど

が
あ
る
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
森
林
の
適

切
な
維
持
・
発
展
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
村
と
の
連

携
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

検
討
し
な
い
の
か
。

　

本
年
２
月
に
大
隅
森
林
組
合

の
オ
ガ
粉
製
造
施
設
が
完
成
し
、 

市
と
し
て
も
施
設
整
備
に
支
援
を

行
っ
た
。

ま
ず
は
、
大
隅
森
林
組
合
の
オ
ガ

粉
製
造
施
設
の
円
滑
な
運
営
を
支

援
し
つ
つ
、
そ
の
他
の
活
用
策
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
。

　

市
内
事
業
所
で
森
林
認
証
を

取
得
す
る
事
業
所
に
補
助
金
制
度

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
森
林
認
証
取
得
に
取
り
組

ん
で
い
る
民
間
の
事
業
体
等
は
な

い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
公
的
な
機

関
・
団
体
が
認
証
取
得
を
進
め
る

た
め
、
鹿
屋
市
森
林
認
証
協
議
会

を
設
立
し
、
認
証
取
得
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

森
林
認
証
制
度
は
森
林
所
有
者
や

林
業
事
業
体
等
が
自
ら
の
取
組
や

製
品
等
の
付
加
価
値
向
上
、
優
位

性
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の
補
助
金

制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

支
給
し
て
い
る
。
こ
の
支
援
制
度

に
加
え
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
所

得
制
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
就

学
援
助
制
度
等
の
対
象
外
と
な
る
、

全
て
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
へ
給

食
費
の
半
額
を
助
成
す
る
「
学
校

給
食
費
負
担
軽
減
事
業
」
を
開
始

し
た
。

本
事
業
は
全
額
助
成
で
は
な
い
が
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
繋
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

よ
り
も
手
厚
い
支
援
と
な
る
こ
と

か
ら
、
事
業
の
継
続
に
向
け
て
取

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

国
民
年
金
受
給
者
と
生
活
保

護
受
給
者
の
「
逆
転
現
象
」
を
解

消
で
き
な
い
か
。

　

生
活
保
護
制
度
で
は
、
年
金

受
給
者
が
、
家
族
の
支
え
や
仕
事
、

貯
え
等
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活

が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
場
合
、

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
生
活
保
護
制
度
が
適
用
さ
れ
、

不
足
す
る
生
活
費
を
支
給
す
る
こ

と
で
最
低
限
度
の
生
活
が
保
障
さ

れ
る
。

国
民
年
金
受
給
者
と
生
活
保
護

受
給
に
つ
い
て

田辺  水哉
議員

（政経クラブ）

鹿
屋
市
森
林
・
林
業
振
興
計
画

に
つ
い
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
材

確
保
や
取
組
の
実
績
、
課
題
及
び

隊
員
の
定
住
に
向
け
た
支
援
対
策

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
導
入
し
、

こ
れ
ま
で
、
23
名
の
隊
員
を
委
嘱

し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
隊
員
の

任
期
満
了
後
に
、「
活
動
支
援
助

成
金
」
を
交
付
し
、
退
任
後
に
、

本
市
内
で
起
業
又
は
事
業
承
継
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
に
対
し
、

支
援
す
る
「
起
業
等
支
援
補
助
金
」

の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

市
の
学
校
給
食
の
食
材
の
中

で
地
元
産
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。　

市
全
体
の
学
校
給
食
に
お
け

る
鹿
屋
産
食
材
の
使
用
割
合
に
つ

い
て
、
過
去
３
年
間
で
は
、
令
和

２
年
度
が
29.7
％
、
令
和
３
年
度
が

28.9
％
、
令
和
４
年
度
が
31.3
％
で
あ

り
、
特
に
米
に
つ
い
て
は
全
て
鹿

屋
産
を
使
用
し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
の
給
食
費
を
半
額

補
助
し
て
い
る
が
、
全
額
補
助
の

予
定
は
い
つ
頃
を
考
え
て
い
る
の

か
。　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
と
い
う

視
点
か
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
約

25
％
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
就
学
援
助
制
度
や
生
活
保
護

制
度
に
お
い
て
、
給
食
費
を
全
額

松野  清春
議員

（市民クラブ）

学
校
給
食
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
在
り
方

に
つ
い
て
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自
衛
隊
志
願
者
が
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
で
知
っ
た
と
い
う
回

答
が
わ
ず
か
と
し
て
い
る
が
ど
の

よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

　

自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
志
願

者
の
減
少
な
ど
が
増
す
中
で
、
広

報
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
一
部
年

齢
層
に
募
集
案
内
を
送
付
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
市
と
し
て
も
そ
の

用
途
に
限
っ
た
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。

　

提
供
の
事
実
を
公
表
し
、
提

供
し
て
ほ
し
く
な
い
人
の
除
外
申

請
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
望

ま
な
い
方
へ
の
配
慮
は
必
要
と
認

識
し
て
お
り
、
他
市
に
お
け
る
取

組
状
況
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
来

年
度
の
提
供
分
か
ら
は
、
公
表
や

除
外
申
請
受
付
が
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

事
故
翌
日
に
発
表
さ
れ
た
が
、

市
の
説
明
は
な
ぜ
遅
く
な
っ
た
の

か
。　

九
州
防
衛
局
か
ら
本
市
へ
の

発
生
当
日
に
お
け
る
情
報
提
供
に

つ
い
て
は
、
事
故
発
生
か
ら
約
30

分
後
に
、
第
一
報
が
あ
っ
た
。

情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
一

義
的
に
は
事
故
当
事
者
で
あ
る
米

軍
や
国
が
、
ま
ず
は
公
表
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
、

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
国
と
協

議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

運
用
の
中
止
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

市
民
の
不
安
に
対
し
て
は
、

ま
ず
は
、
原
因
究
明
の
上
、
再
発

防
止
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
第
一

だ
と
考
え
て
お
り
、
無
人
機
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
運
用
は
中
止
し

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
積
極
的
な
情
報
収
集

及
び
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
お

試
し
貸
出
事
業
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
貸

し
出
し
実
証
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
ご
み
減
量
化
の
１
つ
の
手
法
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
生
ご
み
減
量

化
へ
向
け
た
各
種
取
組
も
含
め
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

レ
ジ
袋(

大)

と
同
じ
程
度

の
大
き
さ
の
市
指
定
ご
み
袋
を
店

舗
で
バ
ラ
売
り
し
、
レ
ジ
袋
で
も

指
定
ご
み
袋
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
指
定
ご
み
袋
の
販
売
店
舗

で
の
バ
ラ
売
り
に
つ
い
て
は
、
レ

ジ
袋
削
減
の
一
つ
の
手
法
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
で
は
、
エ

コ
バ
ッ
グ
の
持
参
を
推
進
し
て
お

り
、
エ
コ
バ
ッ
グ
持
参
に
よ
る
レ

ジ
袋
削
減
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

柴立  豊子
議員

（日本共産党）

米永あつ子
議員

（市民クラブ）

基
地
内
で
の
Ｍ
Ｑ

－

９
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
に
つ
い
て

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

　

建
設
工
事
入
札
の
格
付
け
が

さ
れ
た
今
回
は
各
企
業
に
総
合
点

の
通
達
は
あ
っ
た
が
、
ま
だ
、
公

表
に
至
っ
て
い
な
い
。
本
市
が
公

表
し
て
い
な
い
理
由
を
示
さ
れ
た

い
。　

現
在
の
公
表
内
容
は
、
格
付

の
基
礎
と
な
る
総
合
点
の
算
出
方

法
や
加
点
内
容
及
び
ラ
ン
ク
毎
の

基
準
点
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
業
界
と
の
意
見
交
換
に
お
い

て
も
、
特
に
御
意
見
等
が
出
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ま
で
全
格
付
業
者
の
総
合
点
の
公

表
は
行
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
入
札
及
び
契
約

の
更
な
る
透
明
性
の
確
保
に
向
け
、

次
回
の
格
付
け
に
向
け
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

　
公
共
工
事
の
入
札
方
法
に
つ

い
て
、
本
市
が
近
年
徐
々
に
増
え

て
き
て
い
る
総
合
評
価
方
式
に
つ

い
て
、
金
額
の
設
定
は
し
て
あ
る

か
示
さ
れ
た
い
。

　

発
注
金
額
の
基
準
は
定
め
て

い
な
い
が
、
毎
年
、
数
件
程
度
の

規
模
の
大
き
な
工
事
に
つ
い
て
、

実
施
し
て
い
る
。
本
方
式
に
つ
い

て
は
、
高
い
品
質
が
望
ま
れ
る
規

模
の
大
き
な
工
事
を
対
象
に
選
定

し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

本
年
度
中
の
完
了
を
目
指
し

て
い
る
新
た
な
工
業
団
地
の
基
本

計
画
策
定
の
進
捗
状
況
及
び
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

基
本
計
画
は
、
昨
年
12
月
に

委
託
契
約
を
行
い
、
令
和
５
年
度

中
の
策
定
に
向
け
て
、
現
在
作
業

を
進
め
て
い
る
。
基
本
計
画
は
、

今
後
の
基
本
計
画
等
で
必
要
と
な

る
土
地
の
標
高
数
値
な
ど
を
記
録

し
た
数
値
地
形
図
を
作
成
し
た
上

で
、
土
地
利
用
計
画
や
造
成
計
画
、

概
算
事
業
費
な
ど
を
整
理
す
る
も

の
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
完
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

市來  洋志
議員

（会派　創生）

建
設
業
の
入
札
参
加
資
格
の
格

付
け
及
び
入
札
基
準
に
つ
い
て

工
業
団
地
新
設
に
つ
い
て
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出
や
す
い
た
め
、
転
倒
時
や
衝
突

時
の
衝
撃
が
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
す

る
購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
現
在
、
補
助
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
市
に
タ
ン
デ
ム
自
転
車
や

ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
が
何
台
あ
る
の

か
を
把
握
し
て
い
る
の
か
を
示
さ

れ
た
い
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
、
テ
ニ

ス
等
で
使
用
す
る
競
技
用
車
い
す

の
貸
出
な
ど
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
す
る
機
会
を
創
出
し
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
本
市
に
お
け

る
タ
ン
デ
ム
自
転
車
、
ハ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
の
台
数
に
つ
い
て
は
、
把

握
し
て
い
な
い
。

第
１
次
自
転
車
活
用
推
進
計
画
は
、

令
和
５
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
第
２
次
計
画
で
は
、
必
要
な

事
業
は
継
承
し
な
が
ら
、
実
現
可

能
な
計
画
に
見
直
し
、
引
き
続
き

「
い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も
　
だ
れ

で
も
自
転
車
を
利
用
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
。

　

高
齢
者
世
帯
へ
の
啓
発
活
動

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

市
で
は
、
民
生
委
員
を
通
じ

て
行
う
熱
中
症
に
関
す
る
情
報
提

供
や
、
戸
別
訪
問
時
の
体
調
確
認

及
び
注
意
喚
起
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

こ
の
ほ
か
、
広
報
誌
へ
の
掲
載
等

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

各
学
校
で
は
、
文
部
科
学
省

の
手
引
き
に
基
づ
き
、
熱
中
症
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
事
故
防

止
に
向
け
た
対
策
等
を
行
っ
て
お

り
、
朝
の
打
合
せ
等
に
お
い
て
、

毎
日
の
活
動
を
行
う
際
の
注
意
点

等
を
全
体
で
確
認
す
る
な
ど
組
織

的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
男
女
別
ト
イ

レ
・
更
衣
室
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
い
。

　

男
女
別
ト
イ
レ
の
設
置
率
は

100
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
更
衣
室
は
、
約
５
割
の
学

校
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
多
く
は

女
子
の
児
童
・
生
徒
専
用
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
体
育
服
等
へ

の
着
替
え
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

普
通
教
室
や
多
目
的
教
室
な
ど
を

活
用
し
、
男
女
に
分
か
れ
て
着
替

え
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
職
員
の
休
憩
室
・
休
養
室

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
示
さ
れ
た

い
。　

労
働
安
全
規
則
で
は
、
努
力

義
務
と
し
て
休
憩
設
備
を
設
置
す

る
こ
と
や
一
定
の
条
件
に
お
い
て
、

男
女
別
の
休
養
室
を
設
け
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、
す
べ
て
の
学
校
に
休
憩

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も

に
、
対
象
と
な
る
学
校
に
は
、
男

女
別
の
休
養
室
が
設
置
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
施
設
・
設
備
に
つ

い
て

中馬美樹郎
議員

（無所属）

　

副
反
応
で
苦
し
む
人
た
ち
が

生
じ
た
場
合
の
支
援
体
制
は
整
っ

て
い
る
の
か
。

　

厚
生
労
働
省
提
供
の
接
種
後

の
注
意
点
や
副
反
応
の
内
容
な
ど

ワ
ク
チ
ン
の
説
明
書
等
を
同
封
し
、

発
送
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
機

関
へ
の
受
診
案
内
や
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
の
説
明
等
を

行
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
厚
労
省
の
関
連
サ
イ
ト
や
国
・

県
設
置
の
相
談
窓
口
を
掲
載
し
て

い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
人
権

侵
害
や
同
調
圧
力
は
な
か
っ
た
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
検
証
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
、
予
定
し
て
い
な
い
が
、
今

後
も
、
国
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
発

信
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き

続
き
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　
自
転
車
に
よ
る
手
軽
な
運
動

は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
生
活
習
慣

病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
該
当
者
の
改
善
が
期
待
で
き
る
。

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
健
康
寿
命

の
延
伸
は
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
買
い
物
や
通
勤
通
学
に
も

使
え
、
自
動
車
免
許
証
を
返
納
し

た
方
の
移
動
手
段
の
確
保
の
た
め
、

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
の
購
入

補
助
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
本
市
で
は
自
動
車
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
方
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
高
齢
者
運
転

免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
特
徴
は
、

車
体
が
重
く
、
小
回
り
が
利
き
に

く
い
た
め
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す

い
こ
と
や
操
作
に
慣
れ
な
い
と
急

発
進
や
少
し
の
力
で
ス
ピ
ー
ド
が

時吉  茂治
議員

（市民クラブ）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
に
つ
い
て

鹿
屋
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画

に
つ
い
て
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重
点
対
策
加
速
化
事
業
で
は

広
範
囲
に
亘
る
事
業
展
開
は
期
待

で
き
な
い
。
民
間
裨ひ

益
型
自
営
線

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
事
業
ま
で
事

業
熟
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
重
点
対

策
加
速
化
事
業
を
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
着
実
に

遂
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
温

暖
化
対
策
に
対
す
る
本
市
の
率
先

行
動
と
し
て
の
普
及
啓
発
と
、
脱

炭
素
に
関
連
す
る
事
業
の
推
進
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活

用
の
基
本
的
考
え
方
を
示
す
仮
称

「
鹿
屋
市
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

条
例
」
の
制
定
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
が
ど
う
か
。

　
今
後
、「
鹿
屋
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
の
中
に
お
い

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
目
標
設
定
や
、
施
策
・
取
組
な

ど
の
方
向
性
を
整
理
す
る
こ
と
か

ら
、
他
自
治
体
の
「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
条
例
」
の
基
本
的
考
え

方
も
参
考
に
し
な
が
ら
見
直
し
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

貨
物
相
当
部
分
へ
の
県
内
全

域
負
担
に
つ
い
て
所
感
を
示
さ
れ

た
い
。

　

県
内
全
域
に
負
担
が
生
じ
な

い
貨
物
の
鉄
道
輸
送
ス
キ
ー
ム
を

早
急
に
構
築
す
る
な
ど
強
く
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

貨
物
輸
送
に
よ
る
県
内
全
域

へ
の
便
益
享
受
に
つ
い
て

　

地
理
的
要
因
等
も
あ
り
、
県

内
全
市
が
平
等
に
恩
恵
を
受
け
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
県
市
町
村
振

興
協
会
の
基
金
を
、
単
に
赤
字
補

填
的
な
支
援
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
は
問
題
が
生
じ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
支
援
に
は
理
解
を
示
す
市

が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

東　 秀哉
議員

（政伸クラブ）

地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
に
つ
い
て

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
へ
の
支
援

継
続
要
請
に
つ
い
て

　

消
防
団
の
若
者
の
団
員
数
の

現
状
及
び
団
員
確
保
の
対
応
策
及

び
課
題
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

近
年
、
全
国
的
に
消
防
団
員

数
は
減
少
し
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
減
少
し
て
い
る
。
若
い
世

代
の
団
員
加
入
の
促
進
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
団
員
の
処
遇
改
善

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
、
団
員
確
保
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

消
防
団
所
有
の
「
準
中
型
免

許
」
の
対
象
と
な
る
車
両
数
及
び

「
準
中
型
免
許
取
得
」
に
条
件
付

き
の
助
成
を
す
る
自
治
体
が
増
え

て
き
て
い
る
が
、
本
市
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

本
市
の
消
防
団
車
両
の
現
状

は
、
3.5
ｔ
未
満
の
車
両
が
13
台
、

3.5
ｔ
以
上
が
40
台
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
団
員
が
５
ｔ

未
満
の
消
防
車
両
を
運
転
で
き
る

状
況
に
あ
る
。「
準
中
型
免
許
」

の
取
得
促
進
に
つ
い
て
は
、
消
防

団
と
も
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

荒
平
天
神
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

は
、
大
型
バ
ス
等
を
含
め
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
今
後
の
整
備
計
画

な
ど
を
示
さ
れ
た
い
。

　

平
成
25
年
度
に
一
般
車
両
６

台
、
身
し
ょ
う
者
用
１
台
、
大
型

バ
ス
１
台
分
を
整
備
し
た
。

追
加
の
整
備
計
画
は
な
い
が
、
今

後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
観

光
客
誘
客
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
い
。

　
昨
年
度
の
入
込
客
数
は
103
万

人
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
戻
ら
な

い
も
の
の
回
復
傾
向
に
あ
り
、
今

後
は
、
本
市
へ
の
来
訪
が
多
い
ビ

ジ
ネ
ス
客
を
対
象
と
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
、
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

消
防
行
政
に
つ
い
て

観
光
行
政
に
つ
い
て

西薗美恵子
議員

（政経クラブ）

支
援
額
の
圧
縮
や
、
支
援
は
今
回

限
り
と
す
る
こ
と
を
求
め
て
ま
い

り
た
い
。

ＱＲコードをスマート
フォン等で読み取る
と、一般質問の動画配
信がご覧いただけるよ

うになりました。
なお、視聴にはデータ通信料が発生す
る場合があります。

お知らせ
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減
ら
す
」
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

「
個
体
数
を
減
ら
す
」
取
組
で
は
、

市
内
の
猟
友
会
の
活
動
支
援
や
国

に
よ
る
捕
獲
買
上
金
と
は
別
に
、

市
に
よ
る
捕
獲
買
上
金
の
支
給
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
へ
の
支
援
、

近
隣
自
治
体
と
連
携
し
た
捕
獲
活

動
も
実
施
し
て
い
る
。

　

現
行
の
取
組
に
加
え
有
害
鳥

獣
の
個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
に
更

に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

捕
獲
活
動
に
従
事
し
て
い
る

猟
友
会
員
が
高
齢
化
等
に
よ
り
減

少
傾
向
に
あ
る
中
、
猟
友
会
に
依

存
し
な
い
体
制
整
備
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

国
の
支
援
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
や
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
た

体
制
整
備
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
的

な
取
組
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
は
、
鳥
獣
自
動
捕
獲
シ
ス

テ
ム
を
試
験
的
に
導
入
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
地
域

住
民
や
農
家
自
ら
に
よ
る
取
組
と
、

猟
友
会
等
と
連
携
し
た
取
組
を
総

合
的
に
進
め
な
が
ら
農
作
物
被
害

の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実

施
さ
れ
た
が
、
鹿
屋
の
子
ど
も
た

ち
を
ど
の
よ
う
に
育
ん
で
い
く
の

か
。　

本
市
で
は
、
自
立
し
た
人
間

と
し
て
、
主
体
的
に
判
断
し
、
多

様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル

人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。

特
に
、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人

間
性
等
」
は
、
よ
り
よ
く
生
き
る

上
で
の
土
台
と
な
る
資
質
・
能
力

で
あ
り
、
そ
の
育
成
は
、
目
指
す

べ
き
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

鹿
屋
を
学
べ
る
・
語
れ
る
「
か

の
や
風
土
記
」
を
、
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
。

　

「
か
の
や
風
土
記
」
は
、
子

ど
も
達
が
、
自
ら
住
む
地
域
に
関

心
を
持
ち
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や

教
育
行
政
に
つ
い
て

原田　  靖
議員

（無所属）

　

市
民
へ
の
周
知
・
広
報
活
動

及
び
相
談
体
制
に
つ
い
て

　

近
年
、
所
有
者
が
不
明
と

な
っ
た
土
地
や
建
物
が
、
公
共
事

業
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
４
月
に
導
入
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
窓
口
で
の
チ
ラ
シ
配
布
を
行

う
と
と
も
に
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

も
予
定
し
て
い
る
。
相
続
登
記
申

請
義
務
化
の
相
談
は
、
税
務
課
窓

口
で
も
制
度
説
明
を
行
う
な
ど
、

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努

め
る
。

　

市
民
へ
の
献
血
啓
発
・
情
報

提
供
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い

る
か
。

献
血
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

児玉美環子
議員

（公明党）

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
に
つ

い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
献
血
の
日

程
・
場
所
等
を
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
献
血
推
進
協
議
会
の
会
員
と

協
力
し
て
、
献
血
推
進
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

中
学
生
の
献
血
へ
の
認
識
を

高
め
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て

　

保
健
体
育
の
授
業
等
を
と
お

し
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
配
布
さ

れ
る
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
す
る
な
ど
、

献
血
す
る
意
味
や
意
義
、
実
践
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
る
。

　

介
護
や
子
育
て
、
生
活
困
窮

な
ど
複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
本
市
の
方
向
性
を
示
さ
れ

た
い
。

　

当
該
事
業
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
移
行
準

備
に
取
り
組
み
、
本
年
度
が
最
終

年
度
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
課
題
の
整
理
を
図
り
な
が
ら
、

関
係
各
課
、
外
部
の
支
援
機
関
等

と
の
調
整
を
進
め
、
令
和
６
年
度

か
ら
本
格
導
入
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

市
民
の
交
通
安
全
を
確
保
で
き
る

取
組
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

本
年
は
、
国
体
も
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
大
幅

に
予
算
を
増
額
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
は
交
通
量
の
多
い
幹
線
道

路
を
中
心
に
、
整
備
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
区

画
線
の
補
修
な
ど
、
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

現
行
の
取
組
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
い
。

　

本
市
に
お
い
て
は
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
の
３
つ
の
基
本
的
な
柱

で
あ
る
「
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
」

「
侵
入
を
防
止
す
る
」「
個
体
数
を

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て 本田　  仁

議員
（市民クラブ）

安
全
安
心
な
道
路
づ
く
り
に
つ

い
て

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
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泳
げ
な
い
子
ど
も
の
増
加
に

つ
い
て
、
現
状
の
課
題
と
今
後
の

対
応
策
を
示
さ
れ
た
い
。

　

近
年
の
子
ど
も
た
ち
の
傾
向

と
し
て
は
、
運
動
を
す
る
子
と
そ

う
で
な
い
子
が
二
極
化
傾
向
に
あ

る
こ
と
や
、
大
学
等
の
研
究
に
よ

る
と
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
等

に
通
う
子
ど
も
の
割
合
が
増
え
て

い
る
こ
と
等
を
背
景
に
、
泳
力
等

の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う

指
摘
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
水
泳
の
学
習
を
通

し
て
、
体
力
や
泳
力
を
高
め
る
こ

と
に
加
え
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教

職
員
の
研
修
等
の
機
会
を
確
保
し

て
指
導
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
外
部
人
材
等
を
活
用
し
、

指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ご
み
問
題
に
よ
る
町
内
会
加

文
化
、
先
人
の
働
き
を
知
る
契
機

と
な
る
こ
と
か
ら
、
日
本
や
世
界

と
鹿
屋
を
結
び
付
け
る
資
料
と
し

て
、
郷
土
の
文
化
を
学
び
、
先
人

の
偉
業
を
道
徳
や
平
和
学
習
で
活

用
す
る
な
ど
、
学
校
教
育
の
様
々

な
分
野
で
積
極
的
か
つ
効
果
的
に

運
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

制
度
に
つ
い
て
、
全
体
的
に

見
直
す
時
期
に
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

平
成
17
年
度
の
制
度
導
入
以

降
、
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不

足
を
は
じ
め
、
物
価
の
高
騰
な
ど

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
様
々
な

課
題
も
生
じ
て
い
る
。

先
ず
は
、
各
施
設
の
現
状
把
握
と

利
用
実
態
に
応
じ
た
管
理
、
施
設

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

利
用
料
金
収
入
や
人
件
費
の
積
算

基
準
の
見
直
し
な
ど
、
多
く
の
民

間
事
業
者
の
参
入
意
欲
を
促
す
よ

う
な
制
度
運
用
に
つ
い
て
、
現
在
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

入
率
の
低
下
と
今
後
の
対
応
策
に

つ
い
て

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

町
内
会
加
入
の
負
担
と
し
て
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
当
番
が

あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
町
内
会
加
入

率
低
下
の
要
因
の
一
つ
に
、
ご
み

問
題
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
一
方
で
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
た
め
に
町
内

会
に
加
入
し
て
い
る
人
が
一
定
程

度
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

今
後
の
ご
み
集
積
所
の
在
り

方
に
つ
い
て

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切

に
管
理
す
る
た
め
の
統
一
的
な
維

持
管
理
方
法
を
示
す
た
め
、
全
町

内
会
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の
手
引

き
」
を
作
成
し
、
今
月
中
に
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
他
市
の
事
例
等
も
含
め
て

ど
の
よ
う
な
対
策
が
で
き
る
か
を

検
討
し
、
鹿
屋
市
衛
生
自
治
団
体

連
合
会
や
町
内
会
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

ご
み
問
題
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
等
に
つ
い
て

繁昌  誠吾
議員

（会派　創生）

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

１
　
目
的

　
一
般
会
計
決
算
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
の
審
査
に
資
す
る
。

２
　
設
置
の
根
拠

　
地
方
自
治
法
第
１
０
９
条
及

び
鹿
屋
市
議
会
委
員
会
条
例
第

６
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
委

員
会

３
　
定
数

　
　
12
名

４
　
構
成
委
員

◎
市
來
　
洋
志  

〇
安
田
　
謙
太
郎

　
下
本
地
　
隆
　  

時
吉
　
茂
治

　
繁
昌
　
誠
吾
　  

福
田
　
伸
作

　
柴
立
　
豊
子
　  

原
田
　
靖

　
田
辺
　
水
哉
　  

吉
岡
　
鳴
人

　
本
田
　
仁
　
　  

泊
　
　
義
秋

（
◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
）

５
　
設
置
日

　
　
令
和
５
年
９
月
15
日
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◆
総
務
市
民
環
境
委
員
会

●
実
施
日

　
令
和
５
年
５
月
24
日
（
水
）

▽
調
査
地
及
び
調
査
事
項

○
滋
賀
県
湖
南
市

・
脱
炭
素
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て

　
鹿
屋
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
重
点
対
策
加
速
化
事
業
」
は
太

陽
光
発
電
や
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能

の
向
上
な
ど
の
脱
炭
素
の
基
盤
と

な
る
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
で
あ

る
。
当
面
は
、
当
該
事
業
の
推
進

を
図
り
な
が
ら
、
多
面
的
で
且
つ

重
層
的
な
事
業
構
築
を
図
り
、
脱

炭
素
先
行
地
域
の
指
定
を
獲
得

し
、
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ

推
進
交
付
金
（
重
点
対
策
加
速
化

事
業
）
の
活
用
も
可
能
と
な
る
民

間
裨
益
型
自
営
線
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
事
業
ま
で
事
業
熟
度
を
高

め
る
努
力
を
期
待
し
た
い
。

●
実
施
日

　
令
和
５
年
５
月
25
日
（
木
）

▽
調
査
地
及
び
調
査
事
項

○
奈
良
県
奈
良
市

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

に
つ
い
て

　
令
和
５
年
６
月
施
行
さ
れ
た

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
」
は
国

民
の
理
解
が
必
ず
し
も
十
分
で
な

い
。
奈
良
市
で
は
、
同
法
の
成
立

に
先
駆
け
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
の
取
組
を
行
っ
た
こ

と
は
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
本
市
で
も
人
権
擁
護
の
観
点
か

ら
同
法
の
成
立
を
受
け
、
制
度
導

入
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
と
言
え
る
。

◆
産
業
建
設
委
員
会

●
実
施
日

　
令
和
５
年
５
月
23
日
（
火
）

▽
調
査
地
及
び
調
査
事
項

○
岡
山
県
倉
敷
市

・
美
観
地
区
を
始
め
と
し
た
観
光

振
興
の
取
組
に
つ
い
て

　
倉
敷
市
内
は
特
色
あ
る
観
光
資

源
が
豊
富
で
今
回
視
察
し
た
美
観

地
区
は
特
に
歴
史
的
・
文
化
的
に

貴
重
な
財
産
を
有
し
、
更
に
魅
力

向
上
さ
せ
続
け
よ
う
と
努
力
を
重

ね
て
い
る
点
が
印
象
的
で
行
政
・

地
域
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
理
解
し
連
携
を
図
っ
て
い
る
こ

と
も
倉
敷
市
の
強
み
で
あ
る
と
感

じ
た
。
本
市
で
も
地
域
住
民
と
協

力
し
て
観
光
と
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ら
れ
な
い
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
倉
敷
市
の
広
域
観
光
推
進
の
取

組
は
、
広
域
観
光
を
推
進
す
る
大

隅
４
市
５
町
に
は
参
考
に
な
る
も

の
と
感
じ
た
。

●
実
施
日

　
令
和
５
年
５
月
25
日
（
木
）

▽
調
査
地
及
び
調
査
事
項

○
山
口
県
山
口
市

・
農
山
村
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
事

業
の
取
組
に
つ
い
て

　
全
国
各
地
の
自
治
体
が
人
口
減

少
対
策
を
講
じ
る
中
で
、
山
口
市

の
事
業
は
中
心
部
に
で
は
な
く
中

山
間
地
域
へ
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
必

要
と
の
方
針
で
、
補
助
額
も
大
き

く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も

利
用
す
れ
ば
事
業
申
請
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
事
業
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
た
。
　
　

　
本
市
も
農
山
村
地
域
が
多
く
地

域
資
源
も
豊
富
で
あ
る
た
め
、
本

市
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

◆
文
教
福
祉
委
員
会

●
実
施
日

　
令
和
５
年
７
月
20
日
（
木
）

▽
調
査
地
及
び
調
査
事
項

○
奈
良
県
生
駒
市

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

　
先
進
地
で
あ
る
生
駒
市
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
不
可
欠
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現
場
の
声

に
寄
り
添
い
、
教
員
の
想
い
を
具

現
化
す
る
た
め
の
効
果
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
型
教
育
を
支
え
る
体
制
の

整
備
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　
最
先
端
の
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
た
生
駒
市
の
教
育
改
革
を
参
考

に
、
本
市
の
さ
ら
な
る
教
育
の
質

的
向
上
に
繋
が
る
政
策
提
案
を
し

て
い
き
た
い
。

●
実
施
日

　
令
和
５
年
７
月
21
日
（
金
）

▽
調
査
地
及
び
調
査
事
項

○
兵
庫
県
加
西
市

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
加
西
市
の
子
育
て
交
流
施
設

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
や
託
児
所

を
兼
ね
、
女
性
の
就
業
拡
大
や
、

子
育
て
と
両
立
し
た
多
様
な
働
き

方
の
支
援
も
目
的
と
し
て
い
る
。

　
実
際
に
出
生
率
が
上
昇
し
て
い

る
自
治
体
で
は
、
給
付
や
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
の
ほ
か
、
子
ど
も
や
子

育
て
を
し
て
い
る
人
を
応
援
す
る

機
運
も
地
域
全
体
で
生
み
出
し
て

い
る
と
感
じ
る
。

　
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

ま
ち
作
り
の
た
め
に
、
子
育
て
支

援
に
市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
、
提
言
し
て
い
き
た
い
。

県
外
所
管
事
務
調
査 

委
員
会
活
動
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（単位：円）

番号 議員名 調査研究費 研修費 広報費 広聴費
要請･ 陳情

活動費
会議費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務所費 計(報告額)

予算執行額
(充当額)

返納額

1 本田　仁 0 0 220,000

2 柴立豊子 70,378 15,000 82,586 32,300 200,264 200,264 19,736

3 松野清春 136,901 6,000 199,160 125,044 467,105 220,000 0

4 福田伸作 3,482 7,700 11,182 11,182 208,818

5 中馬美樹郎 0 0 220,000

6 川㟢　勝 69,440 69,440 69,440 150,560 

7 時吉茂治 142,686 15,600 158,286 158,286 61,714 

8 田辺水哉 65,440 128,255 1,980 19,915 215,590 215,590 4,410

9 西薗美恵子 4,000 139,905 143,905 143,905 76,095

10 泊　義秋 67,225 6,000 105,900 179,125 179,125 40,875

11 原田　靖 65,440 30,360 95,800 95,800 124,200

12 安田謙太郎 52,174 6,000 7,964 66,138 66,138 153,862

13 吉岡鳴人 52,174 212,302 264,476 220,000 0

14 児玉美環子 8,922 10,260 19,182 19,182 200,818

15 市來洋志 4,000 57,200 61,200 61,200 158,800

16 繁昌誠吾 333,036 333,036 220,000 0

17 米永あつ子 62,158 4,000 94,366 5,000 17,517 183,041 183,041 36,959 

18 梶原正憲 65,440 132,000 4,501 23,300 225,241 220,000 0

19 下本地隆 65,440 47,890 113,330 113,330 106,670 

20 岡元浩一 69,888 17,544 6,649 18,999 113,080 113,080 106,920 

21 東　秀哉 72,978 72,978 72,978 147,022

22 岩松近俊 52,174 71,150 123,324 123,324 96,676

23 伊野幸二 52,174 126,070 22,460 200,704 200,704 19,296

24 永山勇人 56,174 15,600 71,774 71,774 148,226

25 今村光春 25,830 25,830 25,830 194,170

26 花牟礼薫 130,056 130,056 130,056 89,944

計 1,222,284 41,000 1,472,676 0 0 5,000 287,748 476,465 0 38,914 3,544,087 3,134,229 2,585,771

領収書など詳細については、ホームページで公開しています。

令和４年度政務活動費の執行状況を報告します。
交付申請額5,720,000円のうち3,134,229円を活用



編集後記 令和５年12月定例会会期日程（案）

議会報委員会

※　令和５年12月定例会は11月24日㈮から12月15日㈮ま

での22日間の会期で開催予定です。

　詳細な日程等については、議会事務局までお問い合わ

せください。

※　市役所の本庁舎４階 議会傍聴席にて傍聴できます。

※　傍聴の際は、留意事項をお守りいただきます。

※　本会議はライブ中継を行っておりますので、是非ご活

用ください。

熱中症・感染症に注意を！
朝夕はめっきり涼しくなり、秋の気配を
感じるようになって参りました。しかし、
日中はまだまだ日差しが強く、熱中症に
はくれぐれもご注意ください。コロナや
インフルエンザも増えつつあります。気
を緩めることなく引き締めていきましょ
う。
見る人に感動と勇気を
かごしま国体鹿児島大会の期日前競技が
開催され、鹿屋市でもローイング（ボー
ト）やバレーボール、自転車競技が行わ
れ、雰囲気も一気に高まってきました。
鹿児島県勢はもちろん全国の選手の皆さ
んに頑張っていただきたいと思います。

（議会報委員会委員長 松野　清春）

◎松野　清春　　　　〇川﨑　勝
・東　　秀哉　　　　・中馬　美樹郎
・岩松　近俊　　　　・田辺　水哉
（◎は委員長　○は副委員長）

【問い合わせ先】
　TEL：0994-31-1143（議会事務局内）
　Mail:gikai@city.kanoya.lg.jp

月 火 水 木 金

11/20 21 22 23 24
本会議

27 28 29 30 12/1

４
本会議
(一般質問)

５
本会議
(一般質問)

６
本会議
(一般質問)

７
文教福祉
委員会

８
総務市民
環境委員会

11
産業建設
委員会

12
予算委員会

13
予備日

14 15
本会議
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　議会だよりは、議会内容を要約して掲
載しています。詳細については、会議録
を閲覧ください。
　よりよい誌面づくりのためにご意見・
ご感想等を議会報委員会（議会事務局内）
までお寄せください。

　鹿屋市議会では、会議録を市議会の

ホームページから閲覧、検索できます。

　定例会ごとの閲覧や、「ことばから

検索」、「発言者から検索」などの検索

機能も利用することができます。

　ぜひ、ご活用ください。

※閲覧、検索できる定例会は平成18年

以降の会議録になります。

インターネットで会議録を閲覧できます


